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§１ 研究開発実施の概要 
 

（１）実施概要 
糖鎖研究領域では、網羅的に解析し信頼できる分析技術が開発されていない。同じサンプルで同じ

解析しても研究グループにより異なったデータが出てくる。サンプルの調整方法の違いや使用する装置

によって結果が異なることが多々ある。まずはデータを収集し整備していくことが必要であった。 
産総研と立命館大学は、糖鎖研究を開始する研究者のために糖鎖科学実験プロトコル集

（GlycoPOD）を拡充することを行ってきた。これまでに国内外から 219 タイトルのプロトコルを収集した。

最終年度であり、これまで登録してきた全てのプロトコルの表記を統一する作業をした。 
研究者の協力により、糖鎖生物領域で産生されたデータが徐々に集まり始めている。我々は研究者が

論文を出すタイミングで、論文のデータをＤＢに取り込み公開するところまで支援できた。ＪＣＧＧＤＢと同じ

サーバ上に構築することで、既存のデータベースと連携させることが容易にできた。更に使い勝手を良く

するために、糖鎖統合データベースや個別のインターフェースの改良作業も行ってきた。５つの検索イン

ターフェースを開発し、特に構造検索機能で複数の構造情報で絞り込めるようにした。検索から結果表

示までレスポンスタイムの高速化を行った。 
糖鎖大量合成や糖鎖研究において、化学構造の明確な糖鎖標準品は重要な意味を持っている。しか

し、糖鎖標準品の合成方法や同定方法は複雑であるため、当分野の技術習得は困難であることも多い。

野口研は糖鎖標準品の合成を支援するデータベースとして、化学合成反応データベース(Syns)、分離

精製法データベース（TLC、精製法(PurifM)）の各データベースの開発を実施してきた。また、核磁気

共鳴（NMR）スペクトルは、合成化学・構造化学的に重要であるが、スペクトル比較のできるデータベー

スが存在しなかった。そこで、産総研、野口研、理研と協力しNMRデータベース（GlycoNMR）を開発し

た。野口研と理研は NMR 測定条件や採用するデータについて検討を重ね、単糖、オリゴ糖、糖鎖など

NMR スペクトルの収集および NMR シグナルの完全帰属を行った。野口研は、糖鎖合成研究者と連携

し、効率的な技術的情報の伝達・収集・交換のため、6 大学・12 名の先生方との協力体制（糖質合成デ

ータベースワーキンググループ）を構築し、合成の情報が野口研に一時的に集約する仕組みを構築した。

GlycoNMR は JCGGDB と同じサーバ上で公開し、野口研からデータが転送されてくる仕組みとなって

いる。 
理研は、PDB に登録されている糖タンパク質・糖鎖関連タンパク質について、タンパク質の情報に加

えて糖鎖に関しての付加価値情報（糖鎖の構造、２面角等）を付け加えたものを理研糖鎖コンフォメーシ

ョンデータベースに格納し公開作業を行った。単糖のデータの追加を行い、距離情報から共有結合の情

報を得た。また糖鎖構造の自動抽出を可能として、NMR構造の動画表示を可能にした。またCAZyから

HMM を自動作成するとともに、Gene Ontology の対応を行った。 
糖鎖関連オントロジーは海外のグループから、いくつか小さなオントロジーが公開されている。まずは、

産総研は、糖鎖関連用語や糖鎖構造の文字列表記・名称などを収集し、DB に登録されているシノニム

を吸収できる仕組みを構築した。今後、収集した用語は更なる整備を行いオントロジーの用語として整備

する必要がある。既存のデータベースの全てをＲＤＦにするのにはオントロジーが足りない。保有するＤＢ

をＲＤＦ化するために、最初に糖鎖関連遺伝子に関する疾患のオントロジーを整備した。生物学的医学

的な見地から整備した。その後で、糖鎖関連疾患のデータベースを RDF した。また、海外のバイオイン

フォマティクスのメンバーと当研究グループと一緒に糖鎖構造の基本的な情報を共通の RDF にし、各Ｄ

Ｂの固有の項目は個別に RDF することになった。海外の主要なグループと協働で定義したため各国の

ＤＢの共通基盤になった。これに加えて、セマンティックウェブのための新しい国際糖鎖標準表記法

（WURCS: Web3.0 Unique Representation Carbohydrate Structure）を様々な機関と協力して開

発した。WURCS は、曖昧な構造を含む様々な糖鎖構造について線形文字列として表記することができ

る。更に国際協調しながら海外のグループと連携を深めるために、産総研が国際会議を定期的に主催し、

欧米・豪・中国・台湾・韓国の主要な研究者を招聘し会議を重ねた。当グループが糖鎖構造のリポジトリ

システムを構築することになった。このリポジトリシステムの格納方式に WURCS を利用することを予定し

ている。この WURCS アルゴリズムを完成させ、コマンドラインで MOL から WURCS に変換できるように

した。 
 
（２）研究開発成果のデータベース等 

別紙１参照のこと。 



 

  

§２．研究開発構想（および構想計画に対する達成状況） 
（１）当初の研究開発構想  

これまで構築してきた糖鎖統合データベース(JCGGDB)の運営と管理を維持しながら、 
糖鎖関連領域の研究者を支援できるデータとツールの提供を目指す。 
有益な情報に簡単にアクセスできるように、より一層データの拡充をはかる。 
具体的には、糖鎖構造の検出ツールの選択に役に立つ抗糖鎖抗体のデータベース（GlycoEpitope）や、

糖鎖科学の実験プロトコル集（GlycoPOD）を充実させる。糖鎖合成から生成物の構造を同定するためのツ

ール開発（合成反応・NMR スペクトル・TLC・精製法データベース）開発や、NMR 化学シフトから糖鎖の立

体構造を予測するための技術開発を行う。 
糖鎖を分子認識するタンパク質（主に糖転移酵素やレクチン）と糖鎖の結合パターンを計算・抽出・分類して、

タンパク質のアミノ酸残基が糖鎖のどの部位を認識しているかを原子レベルで表示させるためのツール開発

を行う。他のデータベースとの連携をより深め、相互に利用できる糖鎖コンフォメーションデータベースとツー

ルの開発を行う。 
データベースや RDF でつなげるためにも、幅広い領域のデータ整備が必要となる。 
上記に加えて、アクセス数の多いデータベースや異分野と連携できるデータベースを優先的にかつ重点的

に更新作業を行う。国内外で、未公開データを持っている研究機関に参加・協力を呼びかけデータ提供と統

合化支援を行う。情報基盤となる糖鎖科学統合データベースとの連携・統合化を進める。使い勝手の面では、

ユーザーの検索ニーズを満たし、検索結果を工夫し分かりやすく表示する機能を開発する。海外との具体的

な連携の際には、共同研究グループ一体となって取り組むこととする。 
 
（２）新たに追加・修正など変更した研究開発構想 

糖鎖構造標準表記法の開発を行った。データベースの RDF 化を進めるためにオントロジーの整備を開始し、

糖鎖構造のデータを RDF 化した。糖鎖関連遺伝子の疾患に関するオントロジーを整備し、GDGDB の

RDF 化を進めている。WURCS 開発が新たに加わった。 
 
 （３）達成状況  

研究項目 
 

H23 年度 
 

H24 年度 H25 年度 変更点 

１．糖鎖統合データベース

の運営と統合化支援、デー

タベース更新作業 
・糖鎖統合データベースの

運営（産総研） 
・統合化支援（産総研） 
・データベース更新・機能拡

張（産総研） 
 
 

 

  

 
 
・予定通り 
 
・予定通り 
 
・ Ｈ ＤＤ障

害により少

し遅れ、完

了。 
2．GlycoEpitopeの新シス

テムの開発とGlycoPODの

新規拡大 
・GlycoEpitopeの新システ

ムの開発（立命館） 
・GlycoEpitopeのデータ更

新（立命館） 
・GlycoPOD の新規拡大

（立命館・産総研） 

 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
・予定通り 
 
・予定通り 
 
・予定通り 
 



 

  

 
 
（４）研究開発の今後の展開について 
ＪＣＧＧＤＢに含まれるＤＢをＲＤＦ化する。その前に、必要なオントロジーを整備する必要がある。 
 
 
§３ 研究開発実施体制 
 
（１）研究チームの体制について 
①「研究代表者：成松久」グループ  
研究参加者 

氏名 所属 役職 研究開発項目 参加時期 
成松 久 （独）産業技術総合

研究所 
センター長 総括 H23.4～H26.3 

梶 裕之 同上 チーム長 糖タンパク質デ

ータ解析・デー

タ提供 

H23.4～H26.3 

鹿内 俊秀 同上 招聘研究員 システム開発・

データ収集・登

録・用語整備 

H23.1～H26.3 

鈴木 芳典 同上 非常勤職員 システム開発 H23.4～H26.3 

3．糖鎖修飾データベース、

糖鎖NMRデータベース、

理研糖鎖コンフォメーション

データベースの開発 
・糖鎖修飾データベースの

新規開発（産総研・理研） 
・糖鎖NMRデータベースの

新規開発（理研） 
NMR実験データの構築・収

集 
データ更新と化学シフト予

測ツールの開発 
NMR化学シフトから糖鎖の

立体構造を予測 
・理研糖鎖コンフォメーショ

ンデータベース機能拡張

（理研） 
Viewer開発 
データの拡充と連携強化 
予測ツールを開発 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
・早期に完

了 
 
 
 
 
・予定通り 
 
 
 
 
 
 
・開始時期

遅れ、予定

通り完了 

４．グライコナビデータベー

スの開発 
・合成反応（野口研） 
・NMR スペクトル DB（野口

研・理研） 
・分離精製法データベース

（野口研） 

 

  

 
・予定通り 
 
・予定通り 
 
・予定通り 



 

  

藤田 典昭 同上 非常勤職員 システム開発 H23.4～H26.3 

前田 真砂子 同上 非常勤職員 GlycoPOD 編

集・国際会議運

営 

H23.4～H25.3 

文 紅玲 同上 非常勤職員 GlycoPODシス

テム開発 
H23.4～H24.3 

澤木 弘道 同上 非常勤職員 糖鎖構造・

GlycoPOD のＲ

ＤＦ化 

H23.4～H26.1 

石崎 円 同上 非常勤職員 
 

国際会議運営

事務・

GlycoPOD 補

助 

H23.4～H26.3 

ソロビヨワ イェレ

ナ 
同上 特別研究員 糖鎖関連疾患

のオントロジー

開発・ＲＤＦ化 

H25.4～H26.3 

新町 大輔 同上 非常勤職員 ＲＤＦ化 H25.4～H26.3 

安田英世 同上 非常勤職員 
 

国際会議・事務

局運営 
H25.3-H25.4 

田中健一 同上 特別研究員 WURCS 開発 H24.4-H25.3 

木下Ｆ．聖子 創価大学工学部 
生命情報工学科 

准教授 WURCS/RDF H24.4-H26.3 

 
 
②「研究分担者：川嵜敏祐」グループ  
研究参加者 

氏名 所属 役職 研究開発項目 参加時期 
川嵜敏祐 立命館大学・糖鎖工学

研究センター 
教授 総括 H23.4～H26.3 

奥田修二郎 同上 
(途中から新潟大学との

併任) 

助教 GlycoEpitope
システム開発 

H23.4～H26.3 

川嵜伸子 同上 客員教授 GlycoEpitope H23.4～H26.3 
中尾広美 同上 研究補助員 GlycoEpitope H23.4～H26.3 
富永知子 同上 研究補助員 GlycoPOD H23.4～H24.3 
鴨さおり 同上 研究補助員 GlycoPOD H24.4～H26.3 

 
 
（２）国内外の研究者や産業界等との連携によるネットワーク形成の状況について 
③「研究分担者：山口 芳樹」グループ  
研究参加者 

氏名 所属 役職 研究開発項目 参加時期 
山口 芳樹 理化学研究所・糖鎖構

造生物学研究チーム 
チームリーダー 総括 H23.4～H26.3 

加藤 雅樹 同上 研究補助員  H23.4～H26.3 



 

  

④「研究分担者：山田一作」グループ  
研究参加者 

氏名 所属 役職 研究開発項目 参加時期 
山田一作 野口研究所 研究員 総括、システム

開発 
H23.4～H26.3 

水野真盛 同上 主任研究員 データ検証 H23.4～H26.3 
弘瀬友理子 同上 研究員 データ登録・検

証 
H23.4～H26.3 

森昌子 同上 研究員 データ登録・検

証 
H23.4～H26.3 

本庄秀之 同上 研究員 データ登録・検

証 
H23.4～H24.10 

松原正陽 同上 研究員 ツール開発＆

検証証 
H25.2～H26.3 

大野俊恵 同上 研究員 データ登録・検

証 
H24.11～H26.3 

 
有機化学合成の研究者と連携し、効率的な技術的情報の伝達・収集・交換のため、6大学・12名の先生方と

の協力体制（糖質合成データベースワーキンググループ）を構築した。 
 
 
§４ 研究実施内容及び成果  
 
４．１ 研究課題名：糖鎖統合データベースの運営と統合化支援、データベース更新作業（産業技術総合研

究所グループ）  
 研究開発実施内容及び成果 
海外のグループとの連携を深めるために、産総研が国際会議を定期的に主催し、欧米・豪・中国・台湾・韓

国の主要な研究者を招聘した。会場設営、研究者招聘、経費の精算などの事務局として機能した。 
糖鎖統合データベースや個別のインターフェースの改良作業や DB 間の連携を強化した。特に検索機能で

複数の構造で絞り込めるようにした。自作構造の組合せによる絞り込み検索も可能とした。検索から結果表

示までの高速化を行った。実験プロトコル集の公開システムである GlycoPOD を改良した。論文や抄録のよ

うに各プロトコルに複数のキーワードを振っている。キーワード集からプロトコルにアクセスできるようにした。

また、利用者が実験操作上不明の点やアドバイスを求める時に、システム上で著者とやり取りできる仕組みを

構築した。コメント書き込みがあった時に著者へメール自動配信機能や、返答管理機能を追加し、公開して

もよい質問やコメントを公開できるようにした。システム構築だけではなく、プロトコル収集の支援も行った。シ

ステムに登録されたプロトコルのスペルミスの確認や科学誌からの写真や表などの著作物の許諾を受ける作

業を行った。糖鎖合成データベース(http://jcggdb.jp/GlycoChemExplorer/OrganicSyntheses)は野口

研のGlycoNAVIと連携している。GlycoNAVIは合成のグループの反応情報や基質、生成物、反応中間体

などの情報が格納されている。以前のプロジェクトではこの GlycoNAVI から JCGGDB へデータを集約する

ためのデータ交換の仕組みを開発しました。本プロジェクトでは、JCGGDB に格納した有機化学合成の情

報を糖鎖生物学者がリソースとして、より利用し易いように情報を提供することを目指した。合成産物には保

護基が付いていることもあり構造上、糖鎖生物学者が扱う構造とは異なっており、保護基を外し、既存のＤＢ

との連携を行った。統合化された構造の詳細画面には、合成できるかどうかの情報を掲載した。糖鎖生物領

域で産生されたデータも当プロジェクトへ蓄積するようになってきました。線虫の糖鎖関連遺伝子のRNAi 後
のフェノタイプ情報をＤＢに取り込み既存のデータベースと連携させた。このＤＢは WormBase ではカバーし

きれない実験方法の結果を写真と説明文で補っている。マウスとヒトの糖タンパク質付加位置情報も取り込ん

だ。培養細胞や組織毎の糖鎖構造・修飾位置の差異を示唆するＤＢは産総研にしかない。 
糖鎖関連用語を継続して収集し、ある程度シノニムを吸収できる仕組みを作成した。登録されている最長

フレーズとして検出でき、登録済みのシノニムは表記が異なっていても検出でき、同じ単語番号になるように

開発した。 



 

  

RDF 化の前に、オントロジーを整備した。まずは、糖鎖関連遺伝子に関する疾患のオントロジーを整備し

た。生物学的・医学的な見地から概念を整備した。そして、糖鎖関連疾患のデータベースを RDF 化した。各

国のバイオインフォマティクスのメンバーと代表機関・協力機関と一緒に糖鎖構造の基本的な情報を共通の

RDF にし、派生する項目は個別に RDF することとなった。各国の主要なグループと協働で定義したためそ

れぞれの DB の共通基盤になった。GlycoProtDB に関しても、Mouse、Human のデータを追加し、公開し、

更に RDF 化した。WURCS 開発にも協力した。WURCS 変換プログラムを用いて MOL ファイルで表現で

きる糖鎖構造を WURCS に変換した。 
RDF を利用した連携について、BCSDB(糖鎖オントロジー利用)と Pathogenic Disease Ontology 

(PDO)を利用して、ある一つの感染症を指定すると感染に関連するバクテリアが生産する糖鎖構造のデータ

セットを取得することが可能になった。 
 
４．２ 研究課題名：GlycoEpitope の新システムの開発と GlycoPOD の新規拡大（立命館大学 グループ）  
研究開発実施内容及び成果 
GlycoEpitope の新システムが本格的に稼働し、データを効率的に管理できるようになった。これまで構築し

たＡＰＩなど新システムに合わせ改良し、http://www.glycoepitope.jp として運用を開始した。エピトープ数、

１７４件、抗体数６１３件を収録した使い易い糖鎖抗体データベースが公開された。 
実験プロトコル集（GlycoPOD）について、産総研と共同で運営してきた。プロトコルタイトル選定・執筆依頼・

原稿のフォーム統一・Ｗｅｂ登録を行った。最初の 2 年間は論文に頻出する実験手法を優先的に収集した。

最終年度はできるだけ最新の手法を収集することで進めてきた。成果として２０タイトル以上を収集し登録し

た。我々のプロトコル整備の活動が海外の研究者にも認知されて、協力の意向を提案された。日本主体の活

動として３年間維持し続けた。最終年度には、登録されている 200 にも及ぶ全てのプロトコルに記載されてい

る単位・数字・メーカー名・試薬名・引用文献など表記の統一を行った。現在、12 名のエディタと 206 名の研

究者により 219 のプロトコルの公開に至った。 
 
４．３ 研究課題名：糖鎖修飾データベース、糖鎖 NMR データベース、理研糖鎖コンフォメーションデータベ

ースの開発 （独立行政法人理化学研究所・基幹研究所・糖鎖構造生物学研究チーム） 
研究開発実施内容及び成果 
・NMR データベースの開発 
データベースを構築するにあたり、野口研究所と共同で NMR 測定条件や採用するデータについて検討を

重ね、単糖、オリゴ糖、糖鎖など NMR スペクトルの収集および NMR シグナルの完全帰属を行った。 
・理研糖鎖コンフォメーションデータベースの開発 
PDB に登録されている糖タンパク質・糖鎖関連タンパク質について、タンパク質の情報に加えて糖鎖に関し

ての付加価値情報（糖鎖の構造、２面角等）を付け加えたものをWEBデータベースとして公開するために検

討を行った。今年度は単糖のデータの追加を行い、距離情報から共有結合の情報を得た。また糖鎖構造の

自動抽出を可能として、NMR 構造の動画表示を可能にした。また CAZy から HMM を自動作成するととも

に、Gene Ontology の対応を行った。 
 
４．４ 研究課題名：グライコナビデータベースの開発（野口研究所グループ）  
研究開発実施内容及び成果 
糖鎖大量合成や糖鎖研究において、化学構造の明確な糖鎖標準品は重要な意味を持っている。しかし、糖

鎖標準品の合成方法や同定方法は複雑であるため、当分野の技術習得は困難であることも多い。そこで、

糖鎖標準品の合成を支援するデータベースとして、化学合成反応データベース(Syns)、分離精製法データ

ベース（TLC、精製法(PurifM)）の各データベースの開発を実施した。また、核磁気共鳴（NMR）スペクトル

は、合成化学・構造化学的に重要であるが、スペクトル比較のできるデータベースが存在しなかった。そこで、

産総研、理化学研究所と協力し NMR データベース（GlycoNMR）を開発した。また、糖鎖合成研究者と連

携し、効率的な技術的情報の伝達・収集・交換のため、6 大学・12 名の先生方との協力体制（糖質合成デー

タベースワーキンググループ）を構築した。 
また、セマンティックウェブのための新しい国際糖鎖標準表記法（WURCS: Web3.0 Unique 
Representation Carbohydrate Structure）を様々な機関と協力して開発した。WURCS は、曖昧な構造

を含む様々な糖鎖構造について線形文字列として表記することができる。今後構築を計画している「糖鎖構

造リポジトリシステム」の基盤として利用する予定である。 

http://www.glycoepitope.jp/
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15. 藤田  弥佳、梶  裕之、久野  敦、鹿内  俊秀、鈴木  芳典、澤木  弘道、成松  久、Large-scale 
identification of mouse and human N-glycoproteins and data sharing through an 
experimental-based glycoprotein database, GlycoProtDB、HUPO World Congress、2013年09
月 17 日 

16. 梶 裕之、富岡 あづさ、鹿内 俊秀、成松 久、A new method for glycopeptide assignment by 
duplex-LC/MS analyses、 HUPO World Congress、2013 年 09 月 17 日 

17. Toshihide Shikanai, Noriaki Fujita, Yoshinori Suzuki, Masako Maeda, Hongling Wen, 
Madoka Ishizaki, Elena Solovieva, Daisuke Shinmachi, Hiromichi Sawaki, Hiroyuki Kaji, 
Hisashi Narimatsu., Enhancement of the search function in JCGGDB, 比較発生糖鎖生物学と

その医工学の応用に関する日本・オーストリア二国間セミナー 
18. 梶  裕之、鹿内  俊秀、鈴木  芳典、Hongling Wen、成松  久、GlycoProtDB: A glycoprotein 

database in JCGGDB、比較発生糖鎖生物学とその医工学の応用に関する日本・オーストリア二国間

セミナー 、2013 年 07 月 01 日 
19. Toshihide Shikanai, Masako Maeda, Noriaki Fujita, Yoshinori Suzuki, Elena Solovieva, 

Hongling Wen, Madoka Ishizaki, Daisuke Shinmachi, Hiromichi Sawaki, Hiroyuki Kaji, 
Hisashi Narimatsu., JCGGDB, 5th ACGG, 2013 年 10 月 15 日 (火) ～ 2013 年 10 月 19 日 

 
 
(４)知財出願 

なし 
 
(５)受賞・報道等  

＊「つくば賞」、成松久、2011 年 10 月 13 日 
＊「平成 25 年度日本プロテオーム学会賞」、成松久、2013 年 7 月 3 日 

 
 

§６ 研究開発期間中に主催した会議等 
 

年月日 名称 場所 参加人数 概要 

2011 年 6 月

1-2 日 
第 1回ACGG-DB会議 ソウル・延世

大学 
13 人 アジア連携のための会議 

2011 年 10
月 26 日 

第 2回ACGG-DB会議 上海・

SIOC・

CAS・中国

科学技術院 

14 人 アジア連携のための会議 

2011 年 12
月 13 日～16
日 

第 34 回日本分子生物

学会の特別展示 
横浜パシフ

ィコ 
12 人 成果普及のため 

2011 年 12
月 15 日 

JCGGDB 開発ワーキン

ググループ会議 
横浜ランド

マークタワ

ー・会議室 

12 人 糖鎖構造表記についての会

議 



 

  

2012 年 4 月

23 日-24 日 
第 3回ACGG-DB会議 沖縄・那覇 25 人 各国の状況とＤＢの進捗報

告並びに国際連携のための

会議 
2012 年 10
月 28 日 

第 4回ACGG-DB会議 韓国・Jeju 13 人 各国の状況とＤＢの進捗報

告並びに国際連携のための

会議 
2012 年 9 月

17 日～20 日 
日本糖質学会 鹿児島  データベースブース出展 

2012 年 11
月 30 日 

ＪＣＧＧシンポジウム 品川  データベースブース出展 

2012 年 12
月 10 日 

第 1 回データベース講

習会 
九州大学 30 人 ＪＣＧＧＤＢのデータベース利

用説明会 
2012 年 12
月 11 日～14

日 

分子生物学会 福岡 ２人 特別企画展示・データベー

スブース出展 

2013 年 6 月

22 日 
第 5回ACGG-DB会議 大連 26 人 アジア・欧米との連携会議 

2013 年 8 月 
5 日～ 8 月 
7 日 

第 32 回糖質学会 大阪  データベースブース出展 

2013 年 10
月 25 日 

第 2 回データベース講

習会 
 

東北薬科大

学 
 

20 人 ＪＣＧＧＤＢのデータベース利

用説明会 

2013 年 10
月 25 日～10
月 26 日 

第 11 回ＪＣＧＧシンポジ

ウム 
東北薬科大

学 
 

 データベースブース出展 

2013 年  12
月  3 日 ～ 
12 月 5 日 

第 36 回日本分子生物

学会年会 
神戸ポート

アイランド 
 データベースブース出展 

2014 年 2 月

12 日 
理研-糖鎖インフォマティ

クス若手の会合同セミナ

ー 

理研 -糖鎖

インフォマ

ティ ク ス若

手の会合同

セミナー 

25 人 主に若手学生にインフォマ

ティクスに対する理解を深め

てもらい、セミナーの経験を

与える。 

 
 
§７ ユーザー評価結果への対応 
≪ 平 成 25 年 7 月 に 実 施 し た 「 NBDC に お け る 事 業 活 動 の ユ ー ザ ー 評 価 」

（http://biosciencedbc.jp/user-hyouka-2013/result-summary）で得られたユーザーの意見、提案等 (詳
細は別紙 2 を参照)に対し、実施済み若しくは実施予定の対応策等を具体的に記載してください。) 
 
①実施済み 
単糖を選んで、それをつなぐ結合を選んで、のような感じで糖鎖構造を簡単に選択できて、それをクエリにで

きるといいです。 
既存のインターフェースで検索可能です。 
 
②実施予定 
横断検索で、個々のデータベースについての件数が出てくるだけなので、後は個々のデータベースを掘っ

ていくしかなく、もう少し使い勝手がよい方がありがたい。 
検討します。 



 

  

 
SMILES をクエリとして、糖鎖構造検索できるのか分からなかった。利用の例をもっと分かりやすくしてほし

い。 
利用例を増やします。 
 
WURCS での糖鎖構造の表記標準化の際、汎用的な化合物を示す ID との対応付けも進めて欲しい。それ

らを糖鎖構造情報の RDF にも含めて欲しい。また、糖鎖科学のデータを記述するためのオントロジー研究

にも期待している。 
既存の糖鎖関連構造をWURCSに変換します。各構造のＩＤとWURCS表記を対応させる予定で徐々に進

めています。オントロジー作成やＲＤＦ化も対応していきます。 
 
単糖を選んで、それをつなぐ結合を選んで、のような感じで糖鎖構造を簡単に選択できるような UI を作って、

それを JCGGDB と共通に使えるようにしてほしい。 
複数の部分構造を作成し、アンド検索できるように対応中です。 
 
 
§８ その他 
（１）研究代表者として、研究開発、プロジェクト運営等について、上記以外に報告したいことがあれば、自由

に記載してください。 
 
なし 

 
                                                   以上 
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